
奈
良
県
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ

こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
七
年
十
二
月
二
十
二
日

奈
良
県
知
事

荒

井

正

吾

奈
良
県
条
例
第
三
十
号

奈
良
県
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

奈
良
県
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
五
十
九
年
十
二
月
奈
良

県
条
例
第
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

「

目
次
中
「
第
七
章

深
夜
に
お
け
る
飲
食
店
営
業
の
規
制
（
第
三
十
三
条
・
第
三
十
四
条
）
」
を

第
七
章

特
定
遊
興
飲
食
店
営
業
の
規
制
（
第
三
十
三
条
―
第
三
十
六
条
）

に
、
「
第
八
章
」

第
八
章

深
夜
に
お
け
る
飲
食
店
営
業
の
規
制
（
第
三
十
七
条
・
第
三
十
八
条
）
」

を
「
第
九
章
」
に
、
「
第
三
十
五
条
・
第
三
十
六
条
」
を
「
第
三
十
九
条
―
第
四
十
一
条
」
に
、
「
第

九
章
」
を
「
第
十
章
」
に
、
「
第
三
十
七
条
―
第
四
十
二
条
」
を
「
第
四
十
二
条
―
第
四
十
七
条
」
に

改
め
る
。

第
二
条
第
一
号
中
「
又
は
無
店
舗
型
電
話
異
性
紹
介
営
業
」
を
「
、
無
店
舗
型
電
話
異
性
紹
介
営
業
、

特
定
遊
興
飲
食
店
営
業
又
は
特
定
遊
興
飲
食
店
営
業
者
」
に
改
め
る
。

第
三
条
第
一
項
第
一
号
中
「
第
二
条
第
一
項
第
二
号
か
ら
第
六
号
ま
で
及
び
第
八
号
」
を
「
第
二
条

第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
及
び
第
五
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
二
条
第
一
項
第
七
号

及
び
第
八
号
」
を
「
第
二
条
第
一
項
第
四
号
及
び
第
五
号
」
に
改
め
る
。

第
四
条
第
三
項
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
第
十
三
条
第
一
項
」
を
「
第
十
三
条
第
一
項
第
一
号
」

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
中
「
第
十
三
条
第
一
項
」
を
「
第
十
三
条
第
一
項

第
一
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
に
第
一
項
と
し
て
次
の
一
項
を
加
え
る
。

法
第
十
三
条
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
条
例
で
定
め
る
時
は
、
午
前
一
時
と
す
る
。

第
四
条
第
四
項
中
「
第
十
三
条
第
一
項
」
を
「
第
十
三
条
第
一
項
第
二
号
」
に
、
「
午
前
一
時
ま
で

」
を
「
午
前
零
時
以
後
に
お
い
て
」
に
、
「
第
二
条
第
一
項
第
八
号
」
を
「
第
二
条
第
一
項
第
五
号
」

に
改
め
る
。

第
五
条
の
見
出
し
中
「
第
二
条
第
一
項
第
七
号
」
を
「
第
二
条
第
一
項
第
四
号
」
に
改
め
、
同
条
中

「
第
二
条
第
一
項
第
七
号
」
を
「
第
二
条
第
一
項
第
四
号
」
に
、
「
日
出
時
か
ら
」
を
「
午
前
六
時
後

」
に
、
「
午
前
零
時
」
を
「
午
前
零
時
前
」
に
、
「
前
条
第
一
項
」
を
「
前
条
第
二
項
」
に
、
「
午
前



一
時
）
ま
で
の
」
を
「
午
前
一
時
前
）
の
」
に
改
め
る
。

第
六
条
第
一
項
の
表
中
「
日
出
時
か
ら
午
前
八
時
ま
で
」
を
「
午
前
六
時
後
午
前
八
時
前
」
に
、
「

日
没
時
ま
で
」
を
「
午
後
六
時
前
」
に
、
「
日
没
時
か
ら
午
後
十
時
ま
で
」
を
「
午
後
六
時
か
ら
午
後

十
時
前
」
に
、
「
午
前
零
時
ま
で
」
を
「
午
前
零
時
前
」
に
、
「
日
出
時
ま
で
」
を
「
午
前
六
時
ま
で

」
に
改
め
る
。

第
七
条
第
一
項
第
二
号
中
「
を
い
う
」
の
下
に
「
。
以
下
同
じ
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
第
二

条
第
一
項
第
七
号
」
を
「
第
二
条
第
一
項
第
四
号
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
二
条
第
一
項
第
八

号
」
を
「
第
二
条
第
一
項
第
五
号
」
に
改
め
る
。

第
八
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
法
第
二
条
第
一
項
第
五
号
の
営
業
に
係
る
営
業
所
の
立
入
り
制
限
）

第
八
条

法
第
二
条
第
一
項
第
五
号
の
営
業
を
営
む
風
俗
営
業
者
は
、
午
後
六
時
か
ら
午
後
十
時
前
の

時
間
に
お
い
て
十
六
歳
未
満
の
者
を
営
業
所
に
客
と
し
て
立
ち
入
ら
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
保
護
者

の
同
伴
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
一
条
中
「
日
出
時
」
を
「
午
前
六
時
」
に
改
め
る
。

第
二
十
三
条
中
「
以
下
こ
の
章
及
び
第
四
十
一
条
に
お
い
て
同
じ
」
を
「
以
下
同
じ
」
に
改
め
る
。

第
二
十
四
条
第
一
号
中
「
第
二
条
第
一
項
第
八
号
」
を
「
第
二
条
第
一
項
第
五
号
」
に
改
め
る
。

第
四
十
二
条
中
「
第
三
十
七
条
」
を
「
第
四
十
二
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
四
十
七
条
と
す
る
。

第
四
十
一
条
中
「
第
三
十
七
条
又
は
第
三
十
八
条
」
を
「
第
四
十
二
条
又
は
第
四
十
三
条
」
に
改
め
、

同
条
を
第
四
十
六
条
と
す
る
。

第
四
十
条
を
第
四
十
五
条
と
し
、
第
三
十
七
条
か
ら
第
三
十
九
条
ま
で
を
五
条
ず
つ
繰
り
下
げ
る
。

第
九
章
を
第
十
章
と
す
る
。

第
三
十
六
条
を
第
四
十
一
条
と
し
、
第
三
十
五
条
を
第
四
十
条
と
す
る
。

第
八
章
中
第
四
十
条
の
前
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
風
俗
環
境
保
全
協
議
会
）

第
三
十
九
条

法
第
三
十
八
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
条
例
で
定
め
る
地
域
は
、
奈
良
市
大
宮
町
六

丁
目
と
す
る
。

第
八
章
を
第
九
章
と
す
る
。

第
三
十
四
条
を
第
三
十
八
条
と
し
、
第
三
十
三
条
を
第
三
十
七
条
と
す
る
。

第
七
章
を
第
八
章
と
す
る
。

第
六
章
の
次
に
次
の
一
章
を
加
え
る
。



第
七
章

特
定
遊
興
飲
食
店
営
業
の
規
制

（
許
可
に
係
る
営
業
所
の
設
置
が
許
容
さ
れ
る
地
域
等
）

第
三
十
三
条

法
第
三
十
一
条
の
二
十
三
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る

条
例
で
定
め
る
地
域
は
、
奈
良
市
大
宮
町
六
丁
目
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
施
設
の
敷
地
（
こ
れ
ら

の
用
に
供
す
る
も
の
と
決
定
し
た
土
地
を
含
む
。
）
の
周
囲
百
メ
ー
ト
ル
の
区
域
以
外
の
地
域
と
す

る
。

一

児
童
福
祉
法
第
三
十
六
条
に
規
定
す
る
助
産
施
設
、
同
法
第
三
十
七
条
に
規
定
す
る
乳
児
院
、

同
法
第
三
十
八
条
に
規
定
す
る
母
子
生
活
支
援
施
設
、
同
法
第
四
十
一
条
に
規
定
す
る
児
童
養
護

施
設
、
同
法
第
四
十
二
条
に
規
定
す
る
障
害
児
入
所
施
設
、
同
法
第
四
十
三
条
の
二
に
規
定
す
る

情
緒
障
害
児
短
期
治
療
施
設
及
び
同
法
第
四
十
四
条
に
規
定
す
る
児
童
自
立
支
援
施
設

二

病
院
及
び
有
床
診
療
所

三

老
人
福
祉
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
三
十
三
号
）
第
二
十
条
の
三
に
規
定
す
る
老
人
短
期

入
所
施
設
、
同
法
第
二
十
条
の
四
に
規
定
す
る
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
同
法
第
二
十
条
の
五
に
規
定

す
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
及
び
同
法
第
二
十
条
の
六
に
規
定
す
る
軽
費
老
人
ホ
ー
ム

（
営
業
時
間
の
制
限
）

第
三
十
四
条

特
定
遊
興
飲
食
店
営
業
者
は
、
午
前
五
時
か
ら
午
前
六
時
ま
で
の
時
間
は
、
県
の
全
域

に
お
い
て
、
そ
の
営
業
を
営
ん
で
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
ホ
テ
ル
等
内
適
合
営
業
所
（
法
第
三
十

一
条
の
二
十
三
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
四
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
ホ
テ
ル
等

内
適
合
営
業
所
を
い
う
。
）
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。

（
騒
音
及
び
振
動
の
規
制
に
係
る
数
値
）

第
三
十
五
条

法
第
三
十
一
条
の
二
十
三
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
五
条
に
規
定
す
る
条
例
で
定
め

る
騒
音
の
規
制
に
係
る
数
値
は
、
第
六
条
第
一
項
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
地
域
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ

同
表
の
下
欄
に
定
め
る
深
夜
に
係
る
数
値
と
す
る
。

２

法
第
三
十
一
条
の
二
十
三
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
五
条
に
規
定
す
る
条
例
で
定
め
る
振
動
の

規
制
に
係
る
数
値
は
、
五
十
五
デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。

（
特
定
遊
興
飲
食
店
営
業
者
の
遵
守
事
項
）

第
三
十
六
条

特
定
遊
興
飲
食
店
営
業
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

営
業
所
で
卑
わ
い
な
行
為
そ
の
他
善
良
の
風
俗
を
害
す
る
行
為
を
し
、
又
は
客
に
こ
れ
ら
の
行

為
を
さ
せ
な
い
こ
と
。

二

営
業
所
で
客
を
就
寝
さ
せ
、
又
は
宿
泊
さ
せ
な
い
こ
と
（
当
該
営
業
所
を
用
い
て
旅
館
業
を
営



む
場
合
を
除
く
。
）
。

三

客
の
求
め
な
い
飲
食
物
を
提
供
し
な
い
こ
と
。

四

営
業
中
営
業
所
の
出
入
口
及
び
客
室
に
施
錠
し
、
又
は
施
錠
さ
せ
な
い
こ
と
。

五

営
業
所
そ
の
他
の
営
業
に
供
す
る
施
設
又
は
敷
地
で
店
舗
型
性
風
俗
特
殊
営
業
を
営
み
、
又
は

営
ま
せ
な
い
こ
と
。

六

著
し
く
射
幸
心
を
そ
そ
る
お
そ
れ
の
あ
る
方
法
で
営
業
を
し
な
い
こ
と
。

七

営
業
所
で
と
ば
く
類
似
行
為
そ
の
他
著
し
く
射
幸
心
を
そ
そ
る
お
そ
れ
の
あ
る
行
為
を
し
、
又

は
客
に
こ
れ
ら
の
行
為
を
さ
せ
な
い
こ
と
。

八

午
後
六
時
か
ら
午
後
十
時
前
の
時
間
に
お
い
て
青
少
年
を
営
業
所
に
客
と
し
て
立
ち
入
ら
せ
る

こ
と
に
つ
い
て
、
保
護
者
の
同
伴
を
求
め
る
こ
と
。

別
表
中
「
第
三
十
五
条
関
係
」
を
「
第
四
十
条
関
係
」
に
改
め
、
同
表
の
一
の
項
中
「
第
七
条
」
を

「
第
八
条
」
に
改
め
、
同
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

十
八

法
第
三
十
一

三
月
以
内
の
期
間
を
限
つ
て
営
む
特
定
遊
興
飲

一
万
四
千
円

（一）

条
の
二
十
二
の
規

食
店
営
業
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合

定
に
基
づ
く
特
定

そ
の
他
の
場
合

二
万
四
千
円

（二）

遊
興
飲
食
店
営
業

の
許
可
を
受
け
よ

う
と
す
る
者

十
九

法
第
三
十
一

千
百
円

条
の
二
十
三
に
お

い
て
準
用
す
る
法

第
五
条
第
四
項
の

規
定
に
基
づ
く
許

可
証
の
再
交
付
を

受
け
よ
う
と
す
る

者
二
十

法
第
三
十
一

八
千
六
百
円



条
の
二
十
三
に
お

い
て
準
用
す
る
法

第
七
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
く
特

定
遊
興
飲
食
店
営

業
の
相
続
に
係
る

承
認
を
受
け
よ
う

と
す
る
者

二
十
一

法
第
三
十

一
万
千
円

一
条
の
二
十
三
に

お
い
て
準
用
す
る

法
第
七
条
の
二
第

一
項
の
規
定
に
基

づ
く
特
定
遊
興
飲

食
店
営
業
者
た
る

法
人
の
合
併
に
係

る
承
認
を
受
け
よ

う
と
す
る
者

二
十
二

法
第
三
十

一
万
千
円

一
条
の
二
十
三
に

お
い
て
準
用
す
る

法
第
七
条
の
三
第

一
項
の
規
定
に
基

づ
く
特
定
遊
興
飲

食
店
営
業
者
た
る

法
人
の
分
割
に
係

る
承
認
を
受
け
よ

う
と
す
る
者



二
十
三

法
第
三
十

九
千
九
百
円

一
条
の
二
十
三
に

お
い
て
準
用
す
る

法
第
九
条
第
一
項

の
規
定
に
基
づ
く

営
業
所
の
構
造
又

は
設
備
の
変
更
の

承
認
を
受
け
よ
う

と
す
る
者

二
十
四

法
第
三
十

千
四
百
円

一
条
の
二
十
三
に

お
い
て
準
用
す
る

法
第
九
条
第
四
項

の
規
定
に
基
づ
く

許
可
証
の
書
換
え

を
受
け
よ
う
と
す

る
者

二
十
五

法
第
三
十

一
万
三
千
円

一
条
の
二
十
三
に

お
い
て
準
用
す
る

法
第
十
条
の
二
第

一
項
の
規
定
に
基

づ
く
特
例
特
定
遊

興
飲
食
店
営
業
者

の
認
定
を
受
け
よ

う
と
す
る
者



二
十
六

法
第
三
十

千
百
円

一
条
の
二
十
三
に

お
い
て
準
用
す
る

法
第
十
条
の
二
第

五
項
の
規
定
に
基

づ
く
認
定
証
の
再

交
付
を
受
け
よ
う

と
す
る
者

二
十
七

法
第
三
十

講
習
一
時
間

一
条
の
二
十
三
に

に
つ
い
て
六

お
い
て
準
用
す
る

百
五
十
円

法
第
二
十
四
条
第

六
項
の
規
定
に
基

づ
く
営
業
所
の
管

理
者
に
対
す
る
講

習
を
受
け
よ
う
と

す
る
者

別
表
の
備
考
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

九

十
八
の
項
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
同
時
に
他
の
同
項
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す

る
場
合
に
お
け
る
当
該
他
の
同
項
の
許
可
に
係
る
手
数
料
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
項
の
手
数
料

額
に
定
め
る
額
か
ら
八
千
円
を
減
じ
た
額
と
す
る
。

十

法
第
三
十
一
条
の
二
十
三
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
条
第
三
項
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る

営
業
所
に
つ
き
十
八
の
項
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
け
る
手
数
料
額
は
、
そ
れ

ぞ
れ
同
項
の
手
数
料
額
の
欄
に
定
め
る
額
に
六
千
八
百
円
を
加
算
し
た
額
と
す
る
。

十
一

二
十
の
項
の
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
同
時
に
他
の
同
項
の
承
認
を
受
け
よ
う
と

す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
他
の
同
項
の
承
認
に
係
る
手
数
料
額
は
、
三
千
八
百
円
と
す
る
。

十
二

二
十
一
の
項
の
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
同
時
に
他
の
同
項
の
承
認
を
受
け
よ
う

と
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
他
の
同
項
の
承
認
に
係
る
手
数
料
額
は
、
三
千
三
百
円
と
す
る
。



十
三

二
十
二
の
項
の
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
同
時
に
他
の
同
項
の
承
認
を
受
け
よ
う

と
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
他
の
同
項
の
承
認
に
係
る
手
数
料
額
は
、
三
千
三
百
円
と
す
る
。

十
四

二
十
五
の
項
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
同
時
に
他
の
同
項
の
認
定
を
受
け
よ
う

と
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
他
の
同
項
の
認
定
に
係
る
手
数
料
額
は
、
一
万
円
と
す
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
三
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
に
次
の
よ
う
に
加

え
る
改
正
規
定
（
同
表
の
十
八
の
項
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
別
表
の
備
考
に
次
の
よ
う
に
加
え

る
改
正
規
定
（
同
表
の
備
考
九
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
は
、
同
年
三
月
二
十
三
日
か
ら
施
行
す
る
。
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